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新設小学校における掲示スペース・収納スペースの考え方について 

 

１． 検討の背景と目的 

学校において、掲示物は生活、学習面の両面において大きな役割を果たしており、その種類も多

様化している。一方で、オープンスペースを有する普通教室等においては壁面の減少による掲示ス

ペースの不足、収納スペースの不足が指摘されており、多くの学校で掲示物が窓面に貼られている

様子が観察される。また、特に教室後ろ側などで収納スペースを十分に確保すると、掲示スペース

が制限されるなど、取り合いが必要である。ゼロエネルギーを目標に掲げている本新設小学校にお

いては、自然光利用による照明エネルギーの削減はその達成に大きな役割を担っており、窓面への

不可抗力的な掲示により意図した省エネルギー効果が低下しないよう、適切な掲示スペースの確保、

合わせて収納スペースについての検討が重要となる。 

そのため、本新設小学校の基本計画においても、掲示物の種類とその量を勘案した、掲示スペー

ス、収納スペースについて検討を行う。 

 

２． 掲示スペースの検討 

２．１ 掲示スペースの内容と掲示場所 

掲示物の内容は大きくは生活面と学習面に分類され、生活面の掲示物は種類が多く、比較的長期

間掲示されるのに対し、学習面での掲示物は学習の効果を高めるために利用される短期の掲示と学

習成果の展示として、大きな面積に対して定期的に貼り換えが行われるという特徴を有する。 

また、掲示はその目的と場所の特性を踏まえて行われることが、掲示物の目的を高め、学習効果

の向上につながると考えられる。表１に掲示場所の特徴に関する整理表を既往文献から引用する。 

 

表１ 掲示場所に関する教師の考え方 

 
引用）小学校の普通教室における掲示場所とその特性、日本建築学会学術講演梗概集（2004）、有田ら 
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これらを勘案して、掲示物の種類と役割、その掲示場所として望ましい場所を表２に整理した。

表２においては、以下の視点を踏まえた。 

 

① 不足が心配される普通教室周りに必須の掲示物とその他の掲示物 

→その他の掲示物はＯＳ、廊下、昇降口等への掲示の可能性も勘案できる。 

② 掲示期間が「長期（常に場所の確保が必要な物）」な掲示物と「短期」な掲示物 

→短期間の掲示物は可動式の掲示板等の利用を想定可能 

③ 貼り換えの頻度が高い掲示物、低い掲示物 

→頻度が高い掲示物については、作業性を考慮する必要がある。 

 

表２ 掲示物の種類とその掲示場所 

 
参考文献）小学校の普通教室における掲示場所とその特性、日本建築学会学術講演梗概集（2004）、有田ら 
※掲示場所の例における「○」は普通教室以外における掲示の可能性がある掲示物を示す。 
※貼り換え頻度における「◎」は随時もしくは一時間単位、「○」は単元単位程度 

 

２．２ 掲示量 

掲示物の量については、既往論文等より、以下の知見が得られる。 

・複数小学校の調査から、平均 16 m2、最大 40m2 程度（図１） 

・同時に２教科以上、全員分の掲示が行えない場合、教師から掲示スペースに対して不足の意見

があがる。 

・掲示量は片廊下式、オープンスペースを有する小学校等においても大きな差はない。 

・各学校において季節的な変動はあり、特に長期休暇明けの自由研究等が掲示される９月以降に

ピークとなる。 

掲示 貼り換え

教室内 廊下、ＯＳ等 期間 頻度

生活 目標等 ① 学校目標、給食目標 学校から配布される目標 前 ○ 長期

② 学年目標 学年で決めた目標 前 ○ 長期

③ クラス目標、個人目標 クラス、個人で決めた目標 横、後 長期 ○

生活規則 ④ 声のものさし 正しい行動を示すもの 前 長期

予定表 ⑤ 生活時程 学校生活の決まり、時間割 前 長期

通知 ⑥ 学校の予定表、学校便り 学校から配布されるお便り 前 ○ 長期

⑦ 学年の予定表 学年向けのお知らせ、便り 前 ○ 長期 ◎

⑧ クラス予定表 クラス向けのお知らせ、便り 前、横、後 長期 ◎

役割分担 ⑨ 掃除当番表、委員一覧表 クラス内の役割を示すもの 前、横、後 長期

学習 学習支援 ⑩ 公式、歌詞、ひらがな表 徹底・定着をはかる教材等 前、横 ○ 短期 ◎

⑪ イラスト、まとめ図 授業時に使用する教材、資料等 後 ○ 短期 ◎

学習成果 ⑫ 絵、立体作品、作文 各単元ごとの児童の作品 後 ○ 長期 ○

⑬ 生活科カード、硬筆、習字 継続した学習の児童の作品 横、後 ○ 長期 ○

分類名 説明
掲示場所の例

掲示内容例



3 
 

２．３ 基本計画における掲示の考え方 

掲示は、普通教室周りに最低限の面積を確保し、

それ以外の可変的な設えも含め、必要面積を満た

すこととする。主な留意点を以下に示す。 

① 掲示スペースは普通教室廻りにて相応量を確

保すること。さらに、掲示が必ずしも教室廻り

である必要がない物については、季節変動によ

るピーク量と閲覧者を考慮して計画する。 

②学年単位での目標や連絡事項等、学年にて共有

すべき情報の掲示は建築計画上の学年クラスタ

ーの考え方の中で整理する。 

③授業中の学習支援を目的とした掲示物のための

スペースを教室前面に確保する。壁面の確保が

難しい場合は、可動式の掲示板等、可変的な設

えを計画する。 

④季節変動のある学習成果物の掲示スペースにつ

いては、普通教室廻りにこだわらず OS、廊下等

に自然光利用を妨げない適切な場所に掲示用の

スペースを確保する。また、クラス以外の児童、

教員、保護者等が閲覧しやすい場所が望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 普通教室周りの掲示の考え方

図１ 教室タイプの違いによる壁面量と掲示量の関係（n=99）cf. 

情報伝達手段からみた学校建築計画に関する研究（その４）、吉村ら） 

教室前、後ろにて20m2程度の

掲示面積を確保する。 

学習に活用する

短期の教材を掲

示する稼働掲示

板などの設置 

OS,廊下等にも学習成果の掲示スペースを配置 

学年の動線上に学年単位の連

絡掲示板等を設置 

学年の移動動線 
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３．収納スペースの検討 

３．１ 収納スペースの考え方の目的 

近年、小学生の荷物は増加しているといわれている。学校生活において、物が教室中に散乱してい

る状況と整理整頓されている状況では、児童の気持ちにも相応の影響を及ぼすことが想像され、適切

な収納場所を計画段階から検討しておくことが重要である。 

特にオープンスペースを有する小学校等においては、普通教室内の壁面が少ないだけでなく、掲示

スペースとの取り合いなどにより十分な収納が確保されない可能性がある。 

そのため、基本計画においても、ある程度の物量想定を行い、適切な収納のあり方について整理す

る。 

 

３．２ 小学生の主な持ち物 

収納スペースを検討する上で、表１に主な小学生の持ち物とその収納場所の一覧を示す。 

収納は主に、毎日必要な物、生活に必要な物、教科に必要な物に分類し、主な収納場所の想定と、

その持ち物が常時設置か、特定の期間のみのものか、などの視点で整理する。 

 

表１ 小学生の主な持ち物とその収納場所 

 

 

個人机の中
常
時

特
定

机横フック
常
時

特
定

ロッカー
常
時

特
定

フック
常
時

特
定

その他
常
時

特
定

・ふで箱・自由帳 ○ ・ランドセル ○
・連絡袋（連絡帳
他）

・給食セット（コッ
プ,歯ブラシ）

○
・かっぽう着（当番の
み）

○ ・水筒（夏期のみ） ○ ○

・教科書、ノート
国語辞典（個人
用）

○

・文字練習帳　・漢字ドリル
・漢字ノート　・作文ノート
・漢字テストファイル

・教科書
・書道セット
[3～]

・書写プリント
・書写用フェルトペン

・教科書、ノート
・計算ドリル
・算数セット（ブロック）

・実験キット（作成
中は背面ロッカー
に置く）

・資料集、地図帳 ・副読本 ○

・教科書、ノート
・その他（スコップ,
工作用材料など）

・教科書
・リコーダー
[3～]

・鍵盤ハーモニカ
[1,2]

○

・リコーダー
・鍵盤ハーモニカ用教科書

・体操服
・体育館靴
・水着

・図工セット
（のり、はさみ等）

・画材道具 ○

・教科書 ・その他工作材
・粘土、粘土板等

・教科書 ・裁縫道具 ○

音
楽

体
育

区分
収納場所ごとの主な持ち物

毎日
必要な物

図
工

家
庭

生活に
必要な物

教
科
で

必
要
な
も
の

国
語

書
写

算
数

理
科

社
会

生
活
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３．主な今後の検討内容 

①従来の学校では考慮されていなかった持ち物について 

→夏期の水筒など、従来の学校では置き場所がなかったものへの対応 

②個人ロッカーの大きさについて 

 →ランドセル、その他を収納する個人ロッカーの大きさについて、掲示スペースとの取り合いで

考え方を整理する。 

③個人用フックの場所について 

  →個人用フックは教室周辺の廊下、OS 等でも構わない。従来の方式がベターか？ 

 

 






